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川崎市の
５歳児個別健診

川崎市小児科医会
片岡 正

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当

東日本外来小児科学研究会 2024.10.6

川崎市の５歳児健診調査
■ １９８５年から市内の４歳児・５歳児全員を対象とした公費による個別健

診がはじまった。
市⻑の意向にこたえ、医師会執⾏部、小児科医会、公衆衛⽣委員会が⾏政
に協⼒して１年⾜らずの準備期間で事業開始となる。

■ ２００８年５歳児健診問診票の⾒直し

■ ２０１６年乳幼児健診の再構築
個別︓３-４か月、7か月、（１０か月）、５歳児
集団︓１歳６ヶ月、３歳６ヶ月
４歳児は３歳児と統合して、３歳６ヶ月健診として集団に

市⻑︓最近骨折しやすい⼦どもが多いと聞いているので体⼒の強い
⼦供を育てたい。それには第⼀に⺟親教育が必要で、主治医による
⺟親教育を主眼とした個別健診を考えている。また３歳時健診から
小学校入学前健診までの間は健診の空白時期とも言えるので、その

空白期を埋めたい。

コミュニケーションや社会性で気になるお⼦さんに気が付く機会と
して充実させるため
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乳幼児健診の
あり方検討委員会
■ 2018年〜2019年に設置
■ 委員構成︓川崎市医師会、小児科医会、療育センター

事務局︓川崎市こども未来局⺟⼦保健担当
■ ５歳児健康審査の実施要領作成、問診票、診査票の改定

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

新５歳児健診へ

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成
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発達評価に重心を置いた
実施要項
■ 質問表にそった会話のやりとりでコミュニケーションの発達

をみる
■ 片⾜⽴ち、腕の回内回外、閉眼起⽴、じゃんけん、しりとり

などは、実際に目の前でやらせてみる

■ 非定型発達特性の「気づき」
５歳児健診では「軽度の発達障害」の気づきが重要

■ 保護者に「気づき」の灯りをともす
「発達⾯での⼆次健診」で保護者の理解を深める

■ ⽀援的な経過観察
「○○診断疑い」など診断名を継げるのではなく、困りごと
の解決に向けた経過観察を

■ 専門医・⽀援機関へのつなぎ
個々の医療機関によって、対応できるレベルがことなる。
各区に設置された、こども発達相談センター（きっずサポー
ト）につなぐことも重要

新5歳児健診の問診票
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新5歳児健診の審査票

2008年改訂版1985年版
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川崎市の乳幼児健診

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

協⼒医療機関数の推移

５歳児７か月児３〜４か月
児協⼒

176165156182令和６年度
175163149177令和５年度
182171153185令和４年度
185172153187令和３年度
190178157192令和２年度
189175154190令和元年度

川崎市医師会
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集団健診の受診

個別健診の受診

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

5歳児健診の結果

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

68.1％

65.8％



2024/10/3

7

5歳児健診 専門相談機関
などへの紹介者の割合

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

⼆次健診の実施

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成

■⼆次健診となるのはほとんどが検尿
■小児科医会としてはSDQの実施など踏み込んだ介入をかかりつけ医療機
関で⼆次健診として⾏えることを想定していた
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小児科医会役員による健診
結果の再集計 鈴⿅隆久名誉会⻑

■ 発達上の配慮を必要する⼦どもの割合 
川崎市 :3% (相談機関+保育園・幼稚園+地域みまもり) 
役員機関:14.5%(分⺟は全件数1088件―治療中44件=1044件)
・・・川崎市と同じ集計では5.6% 発達関連全体(治療中も含む)17.8% 

■ 川崎市全体の予想(各項目:発達/全体で概算)7.4% 

■ 役員の施設での発達上の配慮を必要とする⼦どもの割合について 
8.0%~36.8%の幅があった 10%未満の医療機関6施設 10~20%未満4施設 
20~30%未満4施設 30%以上1施設 

５歳児健診フォロー体制

川崎市こども未来局児童家庭⽀援虐待対策室⺟⼦保健担当作成
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５歳児健診と関係機関との
連携について

■ 各区役所地域みまもり⽀援センター地域⽀援課(7区役所+2⽀所) 
各区年2回程度区と⼦ども発達と療育センターと意⾒交換会を⾏っている。
(区から各機関に紹介した児 のフォロー状況の確認や各機関の役割等の共
有。) 

■ ⼦ども発達・相談センター(市内７か所)(健康福祉局) 
各区年２回程度区と⼦ども発達と療育センターと意⾒交換会を⾏ってい
る。(区から各機関に紹介した 児のフォロー状況の確認や各機関の役割等
の共有。) 

■ 市内療育センター(市内4か所)(指定管理) 
各区年２回程度区と⼦ども発達と療育センターと意⾒交換会を⾏ってい
る。(区から各機関に紹介した 児のフォロー状況の確認や各機関の役割等
の共有。) 

■ 各所属(保育所、幼稚園等) 年1回ほど、各区の園⻑会等を活用し、健診の周
知や報告を⾏っている。 

■ 総合教育センター(教育委員会)(2か所) 年⻑さんから相談利用が可能 

■ 川崎市医師会 乳幼児健診の研修会(年1回) 乳幼児健康診査の検討会(年1~2
回) 
かかりつけ医等発達障害対応⼒向上研修

乳幼児
健診

研修会

神奈川県立こども医療センター 大山牧子先生令和５年度
「食べることをいやがるこどもへの対処」
あきやま子どもクリニック 院⻑ 秋山千枝子先生令和４年度
「乳幼児健診の実際」
こにし・もりざね眼科 院⻑ ⼩⻄美奈子先生令和３年度
「乳幼児健診における基本的な眼所見の取り方と解釈」
国立成育医療研究センター こどもの心療部 ⼩枝達也先生令和２年度
「5才児健診で気づくちょっと気になる子どもたち」
おかだこどもの森クリニック 院⻑ 岡田邦之先生令和元年度

「乳幼児健診で知っておきたい事故と虐待のこと 〜チャイルドデスレビューを含めて〜」

かたおか⼩児科クリニック 院⻑ 片岡正先生
「かかりつけ医の発達障害への対応と理解 〜乳幼児健診を中心に〜
➀聖マリアンナ医科大学⼩児科学教室 教授 山本仁先生平成３０年度
「地域連携から見る児童虐待防止への取り組み」
➁星川⼩児クリニック 院⻑ 山本淳先生

「乳児期早期からはじめる食物アレルギーの予防 〜離乳食のすすめかたを見直してみよう〜

➀吉永⼩児科医院 院⻑ 吉永陽一郎先生平成２９年度
「⼩児科クリニックでの乳幼児健診の実際」
➁国立成育医療研究センターこころの診療部 部⻑ 奥山眞紀子先生
「医療機関における子ども虐待への取り組み」
前橋赤十字病院 ⼩児科副部⻑ 溝口史剛先生平成２８年度
「疾病としての子ども虐待」
➀かずえキッズクリニック 院⻑ 川上一恵先生平成２７年度
「たかが便秘、されど便秘」
➁かずえキッズクリニック 院⻑ 川上一恵先生
「乳幼児健診で⺟親たちが知りたがること」
➀横浜市立大学附属病院⼩児科 教授 ⻄巻滋先生平成２６年度
「最近の胎児環境から新しい子育てを考える」
➁社会福祉法人キャマラード みどりの家診療所 所⻑ 三宅捷太先生
「子育てをめぐる現状と乳幼児健康診査」
➀緑園こどもクリニック 院⻑ 山中龍宏先生平成２５年度
「障害予防への科学的アプローチ」
➁公益社団法人発達協会 王子クリニック院⻑ 石崎朝世先生
「発達障害児にどのような対応するのかについて」
➀Rabbit Developmental Research 代表 平岩幹男先生平成２４年度
「乳幼児健診で気をつけたいこと」
➁日本医科大学武蔵⼩杉病院 周産期⼩児医療センター講師 藤田武久先生
「乳幼児健診でみられる境界児」
順天堂大学医学部 ⼩児科学講座 主任教授 清水俊明先生平成２０年度
「⼩児の栄養と成⻑・発達 −授乳⽀援の立場からー」
鳥取大学地域学部 地域教育学科 発達科学教授 ⼩枝達也先生平成１９年度
「軽度発達障害児への気づきと⽀援 −５歳児健診の有⽤性についてー」

乳幼児健診を受託するには最
低年１回指定された研修会・
事業説明会に出席しなくては
ならない
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かかりつけ医発達障害
対応⼒向上研修

新百合ヶ丘総合病院 小児科・発達神経学センター 下郷幸⼦先⽣
令和５年度

「発達障害の理解と⽀援」

川崎市中央療育センター 宮下俊之先⽣
令和４年度

「発達障害のある⼦の療育と⽀援 －発達障害者⽀援研修からー」

川崎市北部地域療育センター 水谷修紀先⽣
令和３年度

「発達障害について考える」

川崎市⻄部地域療育センター 所⻑ 柴田光規先⽣
令和２年度

「発達特性を持つ⼦と保護者の理解と⽀援」

かたおか小児科クリニック 院⻑ 片岡正先⽣
令和元年度

「かかりつけ医の発達障害への対応と理解 〜乳幼児健診を中心に〜

➀川崎市小児科医会 会⻑ 鈴⿅隆久先⽣

平成３０年度
「かかりつけ医発達障害対応⼒向上研修〜現場の⽴場から〜

➁南部地域療育センター 通園園⻑ 小島久美⼦先⽣

「川崎市地域療育センターの現状」

川崎市こども発達・相談センター
（きっずサポート○○○）
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川崎市こども発達・相談センター
（かもみーる○○○）

５歳児健診
■ 個別健診のメリット 

■ 個別なので、日頃の様⼦を知っているかかりつけ医で⾒てもらえること。 

■ 保護者の事情に応じて受診しやすいこと。
■ 集団健診では、配慮を必要とするお⼦さんや保護者が受診しにくい状況もあるので、個

別の状況に応じやすい。 

■ 集団健診より医師を確保しやすい
■ 個別健診の課題 

■ 集団健診に比べ、予算額が高くなる。（６２６０円/人 国の補助︓３０００円/人）
■ 診査項目が多いので、1人当たりの診察時間がかかる。（１人あたり１５分を想定）
■ 相談機関に⾏けたかの把握が難しい( ワンストップでの相談にはならない ) 

■ 質の担保やサービスの均⼀化という視点では、医師に対する研修会は必要である ( 集団で
あれば⾏政職員が フォローが可能 )

■ 紹介先を明確にすること、相談⽀援のフォローの流れを示す必要がある
■ 保育所、要⽀援の相談を勧められた場合、保護者が的確に相談内容が伝えられるのか。 

■ 1歳半健診や、3歳児健診の結果が⺟⼦健康⼿帳の記録だけではわかりにくい。( PMH開始
で解決できるか?) 

■ フォローが必要な方への連絡が取りにくい(電話がつながらない等) 

■ 直接保健師が指導をしていないので、(⼦どもを直接⾒ていないので)保護者の意⾒や受け
止めによっては、相談 機関につながらない場合もある。 

川崎市こども未来局のまとめ
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５歳児健診
■ その他本市の課題( これから整備が必要なこと ) 

■ 健診の結果を入⼒する健康管理システムとの整合性が取れておらず
結果の集計や分析が十分に⾏えていない。 

■ 医師が気になったお⼦さんのその後の状況の把握や共有が難しい( そ
ういう仕組みがない ) 

■ 個別⽀援を通じて、情報共有や⽀援を関係機関は⾏っているので、5
歳児健診を入口としたフォローアップ全体 の全体図のようなものが
あるとよいのかな 

■ 5歳児健診以降の、⽀援機関で⾏われているフォロー状況の共有が⾏
えていない。(⽀援が必要な個別のケース は関係機関で⾏えています) 

■ ⺟⼦保健分野と障害児福祉分野との情報共有や課題の共有が必要(市
役所内関係部署の連携強化)

■ 受診率が他の健診に比べ低いので、健診の目的等の普及啓発を強化
が必要 ・保育所や幼稚園等との連携

■ 教育分野との連携 

■ 児童精神科や児童発達⽀援との連携 

川崎市こども未来局のまとめ

ご静聴ありがとうございました


